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伊 豆 入 丁 池 の モ リ ア テ ガ ヘ ル

　　　　　に 就 て の 2
，
3 の 觀 察

木 場 夫

東 京 文 理 科 大 學 動物 學 教 室

声

∠旧

　モ リ ア ヲ ガ ヘ ル RhrEcophortss　sehieaeiii 　aTbore α （OKADA　et 　KAWANO ）は熱帶系動物の 1種 で

本州 ・ 四國等の 山地 に棲息 し，其 生熊 に 就 て は 岡田彌 一郎教授 （ユ926、
玉927，192S

，
1932）、

和 田干 藏氏 （1931），栗岡龜 治氏 （ユ92？） 等IC依つ て 報告され た 。

　本種 が伊豆 八丁 池附近 に 棲息 し， 樹枝樹葉に 自色 の 卵塊 を産み着 ける事 は良 く知 られ て ゐ

る が ， 之 に 就て の 報告
t）

は斷片的の もの に と どま る樣 で あ る。筆者は 之 に 就て 2， 3 の 觀 察 を

蓮 べ た い と思 ふ。

　八 丁 池 は伊豆 牛島天 城山脹 ， 狩 野川上流本谷入 ¢〜頂上 に 在 つ て 天城御料 林 内 に 位 し海 拔

1．ユ371n で ある 。 池水 は 清澄で 山麓 の 農村 は 雨乞の 池 と して 重寶 し，未 だ 1度 も水 に 不 足 を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感 じた事が 無 い と云 ふ 。

　 　　　池 は第 1 圖に 示 す樣 に北 に廣 く南 に独 い。

　 　　面積 は 2．G2 ヘ ク タール で あ っ て
， 水 深は判然

　 　　しない が 最深約 3m で ある と云 ふ。昭和 10年

　 　　 6 月 1 日 に は 西湖岸近 くの 深度標 は 20cm を

　 　　示 し，湖岸全 體に 幅1− 2m の 砂地 を露出 した

　 　　が ，
7H 　 2 日に は 67Cln を示 し砂地 は全部水面

　 　　下 に あ つ た。 こ れは 6 月初 め は 5 月下旬か ら

　 　　引 き續 い て 晴天で 降雨 の 無か つ た に反 し，6 月

　 　　申句か ら 7 月 に か け て の 降雨 で
， 多量 の 雨 水

　 　　が 注入 したの に よ る もの で あ る
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6 月 1 日午後 3時 55分の 氣淵 は 17．5 ° C で T

　　　第 1 圖　伊 豆 ， 八 了 池 附近 の 地 形 と　　　　 水温 は表面近 く 27．2QC （快 晴，湖 岸か ら約
　　　　　　 湖岸の 趺態を示 す

（帝 室林 野 局天 城 出 張析 原 圖 を基本 と し て 記 入 ）　 ユm 沖合 ， 深度約 15em ）を示 し，　 pH は 6，3 で

11　清水吉彦 1930　勝地伊 豆 天 城 山 ．史 蹟名勝天然 記 念物，5 （8），了Ol− 714．1帝室 林 野 局 天 城 出 張 断

　 1930 天城御料林．；芹澤 頂策 1934 伊 豆 の 番頭．；岡 田 辰夫 1930 天 城山案内 記．
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欄

あ っ た。7 月 2 卩は雨天 で ，午後 1 時 に氣温 は 2  β
゜ C で 、水温は 2］．r）

° C を示 した （湖岸

近 く．深 度約 ：LrDcrn）。

　八丁 池 に 赴 くに は下田街道天城 ト ン ネル 北 口 か らと水生地か らと の 2 道が あ る が ， 前 者か

ら登 つ て 後者の 方 に 下 りる の が 便利で あ ら う 〔他 に も小道は あ るが ）。

　こ の 八丁 池は畏 くも聖上陛下 が 昭和 5 年 6 月 2 日に 行幸遊 ば され た 場所で ， 其 記念碑は湖

畔 に建 て られ て あ る。

1．産　卵　場 所

　八 丁池 に 於け る モ P ア ヲ ガ ヘ ル の 産卵場所 は主と して 第 1 鬪 1ζ示 した Station　1，　II の 2 箇

所 で あつ て ，水 位の ．L昇 した時に 湖岸に 生 え て 居 る樹 木の 枝葉が湖面上に 垂 れ 下 る 處 で あ

る。池 の 北部か ら西北部 に か けて の 地 域 と南端部の 湖岸附近 は叢の 地帶で ，湖岸近 くに は湖

面 に 垂れ下 る枝 を持つ 樹 ・斜ま無い と云 つ て よい。

　Station　1． 池 の 西南岸の 産卵場所 を假に 呂tatil）n 　 I とす る 、 此地域 に は ブ ナ ・イ ヌ ブ ナ ・ト

ウ ゴ ク ミ ツ パ ツ ツ ジ ・ア ブ ラ ツ ツ ジ ・ガ マ ズ ミ
・ア キ グ ミ

・ム シ カ リ等が繁茂 しブ ナ ・イ X

ブ ナ は相 當 に 高 い 。 こ の 地 域に 見出 した卵塊は 總數 82個 で 其水 午垂 直的位 置は第 2 圖 に 示 し

第 21圏　八 丁 池演南岸 （Statioll工）に 於け る モ リア ヲ ガ

ヘル の 卵 塊 の 位置 を 示 す ．從軸は 垂 直 距 離 を，横軸 は 水 準

距離を表 す．黒 點 は 卵 塊 の 位置 を示 し ，
Oは 湖岸 を ，

− tm は

陸地 の 側 を一 m は 湖 面 の 側 を表す．

た。之等は 1個 を除 く他は 總 て湖

面一ヒの 樹枝樹葉叉 は稀に
．
樹幹 に 附

着 して 居 り， 垂 直的 に は 最高は約

7，S亅n で ブ ナ の 樹枝に附着 し ， 低位

置 の もの は湖面か ら ユn1 で 殆 ど湖

面 に すれ すれ の 位置 に ある。 永李

的 に は湖岸か らi、Srn 沖合の ブナ の

樹枝に 附着す る もの が最 も遠 く，1

個 は湖岸か ら 0．2m 陸上 に 在 つ た。

多數 の 卵塊 は ik2F ，垂直共 に 約 3m

の 範圍内に 在 る （第 2 圖參照 。殆

ど同一場所に ある 卵塊は 圖上 で は

1 點で 示 して ある か ら圖上 の 點は

實際の 卵塊數 よ りも 少L4。第 3 圖

で も同様で あ る）。1 個の 例 外は前

蓮 の 如 く陸上 に 位 置す る けれ ども，

こ の 近 距離 で は蜘 蚪が 落下 した場
鮎、
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合澗 水 戦 入 孀 る可能伽 ・あ る．湖面 塙 ・位 置 砧 め る もの の 多數 は ブ ナ ．福 ブ ナ

等の樹 枝樹葉 に附着す る もの で あ る。

St”ti° n　ll． 池の 輔 岸の ナ贓 （鋤 鬪）の 樹木は S．・… i… の それ 1砒 べ て ・1・ さ く離 も

低 くフ ジ ／　・
’1’ラ ・ウ ・ ・ キ ・ゆ ダ ・ ツ ツ ジ ・ア セ ビ 等が 轍 し大 齢 樹禰 無 ． 。 の 地

域 で 朧 蜘 鵬 卵塊 臟 察 した・そ雌 置 瞞 墹 ・ 示 樋 りで 鑞 虜 1・塊縞 さ蜘
，

湖岸か ら約 2・ 沖礙 齔 在 つ ・ ・眦 ・ ・ の もの 眦 し て低 耀 を示 す． 。 撚 鮴 の ，j、

師 事 岐 配 され熾 果 で あ らう・
S・・ t・・ … の 最北の 撕 で 調 力、 ら約 ・。。。 幅 さ。 在

る オ ホ ス ギ ゴ ケ の 叢 中に ユ 卵塊 を發見 した 。

以 上 2卸 が 八 丁 濫 於ける モ け ・ ガ ー ル の 捜 蘇 場 驚 つ て
， 他 。 馳 の 西岸、確

る行幸記念漸 喇 岸嬢 した 杓 ・ カ ボ 磯 中に ・個 の 卵塊と．・亅・繭 の 湖岸畊 戸附近

の 高さ約 1m の 小灌木 の 地 上 α5m の 小枝 に附着 した ユ卵塊 を發見 した の み で あ つ た 、

h

⊥
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　第 3 厨 八 丁 池 東南岸 （Stat・i・n エ1）に 於 け る モ リア ヲ ガ

　
ヘル の 卵 塊 の 位置 を示 す．詭明第 2 綱に 同 じ，

林 の 生 え て 居 る親 ある）の 北部か ら西勤 湖岸孅 楠 韓 の 鵬 は 麟 の 顳 で 加

腮 雌 る・S圃 ・nl
，
・・ の 融 域・・鮒 る 刊 ア ・・tiへ ・レ の 卵概 産 み着け 騨 木 歟 の

憩 科 2  種で あつ た。

　 之等の 卵塊は長徑約 IO− 15cm
，

短徑 約 7．5− 11〔 m の もの が 多數で

あ つ た。 此 大 き さは 雨天 ， 晴天 に

依つ て 形に 差異を來 す こ とは當然

で あ つ て ．蜘 こ擧 げた もの は降雨

中に觀察測 定 した もの で あ る 。 唯

1 異例は St・tion　1 の ブ ナ の 樹 枝

に 附着 した 長 径 約 35cm
， 短徑約

2  Gm 大 の もの を見た が ， こ れ は

數個 の 卵塊 が 合
一・した もの で は あ

るま い か と察せ られた。

　之 を要 する に
， 八 丁池 に 於 け る

モ リア ヲ ガ ヘ ル の 産卵場は 6 月の

膾水期に 於 て 湖 岸の 樹木の 枝稟が

湖面上 に 垂れ る 西南 ・
東南の 雨湖

岸 で あ つ て ， 湖岸の 草地（叉 は小 さ
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オ ホ ス ギ ゴ ケ P ・ゆ
・ゴ・huin　 attenucdu ｝n　ISIENz・

　　　 穀斗科 　Fagaceae

ブ ナ Fagus　erefiata 　B ・・U ・E

イ ヌ ブ ナ 　F 自gusjαノ・0 ’〜拓α L“1ムXl｝1・

　　　 ユ キ ノ シ タ 科 Saxiflaga・ eae

イ ハ ガ ラ ミ b”ehd ・oph・ag ・na　1iydiaitgfoicles　EiEB，

　 et　 ZUCC，

イ バ ラ科 　RGsaceae

ア ヅ キ ナ シ JU
’lloroη leles α1’〜夢oπα KOEH ∬

マ メ ザ ク ラ 乃 却 Z麗 iilCiSCt　T 肌 liB．

フ ジ わ ・ ラ R 。 S‘ゆ 謄 α 皹 ・醐 1−SI・ltK］X・

　　　 ニシ キ ギ 科 Celastrac／eae

ク 卩 ヅ ル r吻，硬 1g如 ’〜 RegeTii　SI，RAGUF ．　et

　 　 　 T △ ltEDA

　 　　 カ ヘデ 科 Acerateae

カ ヘデ　Arer　1〕alinaiu “n 　T】1しM う・

　　　 イ ノ ・ウ メ 科　Diapensiaceae

リ ヤ ウ ブ Ciethra　barbifl　erb
・is　S【EB ．　et　Zl．CC ・

　　　 シ ヤ ク ナ ゲ科 EriCRceae

ドウ ダ ン ツ ツ ジ EnA”yanthus　pe．　rul‘Ltus 　SCH．N　F
／
ID ・

ア ブ ラ ツ ツ ジ ．IJeisteria鰍 b跚 ε溺 s　N 鳶 KAI

ア t ビ　汽 厘 sjal ｝on
・ieurn　 D ・Do −N

トウ ゴ ク ミ ツ バ ツ ツ ジ S’hocledendron　Jvndanu ・nz

　 　 　 ）IAELNO

ウ ス ノ キ 1”aeeinium 　b’，sunoRi 　NAKAr

　　　 ス ヒ カ ヅ ラ科 Caprifo］iaeea．e

ツ ク バ ネ ウ ツ ギ ．dbelia　spathulat ・a 　S τEB ・et　ZしCC ・

ノ ・コ ネ ウ ツ ギ Pien・濯 α grandEflera　S皿 B・et

　 　 ZL’oe ．

ガ マ ズ ミ Pklburntt−
m 　d・iiataktm　THVNB ．

，
t

　　 Ptlosulum　NAK ム1

ム シ カ リ 丁
iibu

　rnzt　in　fu・rcatuxn 　Bt．v ／TF．

　　　 禾本科 Graminae

ヤ マ ヌ カ ポ 吻 厂・Stis　peveni〜a ’IS　Tuc・K ．

IL 産 卵 時 期

　本年 6 月上 旬は晴天が績い た の で 産卵期tt少 し暹れた。61 」17日の 小雨 で 其晩か ら産卵を

開始した．筆者が 7・J，J・2H 八 コ池 ・ 赴吋 翻 こ 卵殖 觀察 した と こ ろ ｝c よる と ，
2−”’3H 前 に

産卵 した と思 はれ る もの が
一・番最近 に 産卵 した もの らしかつ た。多數 の卵塊は 蝌蚪 を生 じて

居て
， 池 中に落下 しつ つ あ つ た。7 月 に 入 つ て か らは産卵は 絡つ た ら しく思は れるか ら昭和

10年鯲 て は 6 肛 日か ら 6 月終 りまで を潮 嘶 と老 へ て よ い． lt・
　｝c八 丁1也の モ v7 ヲ ガ ヘ

ル に 就 て 注意 を拂つ て 居 られ る山本氏 （帝室林野局天城出張所巡邏 ）の 欟察を述 べ る．

　昭和 5 年 に は 6 月 2 日 の 降：雨 で 翌 30 か ら産卵が 開始 された。（昭和 6 年は資料 を缺 くn ）

　昭和 7 年 に は 6 月 4 日 に 降雨が あつ て ，5 日は曇 り後雨で
， 卵塊が ］ 個 見 られ ，

6 日 は曇

りで卵塊 23 個 を見た、

　昭和 8 年に は 6 月 8 日は 小雨 で ．翌 9 日は曇 り，］O 日 に 4  個の 卵塊が 見 られた。 以後小

數宛産卵が あ つ た 。

　昭和 9 年1で は 6 月20 日の 大雨で
， 共晩 とEIH の 晩に産卵 を見た・

　之等の 觀察の結果か らして
， 八 丁池 に 於ける モ リア ヲ ガ ヘ ル の 産卵は 6 月上 旬叉 は 中旬に

於 ける最初 の 降雨 が産卵の 合圖 に なる もの と考へ られ ， 多數の モ リ ア ヲ ガ ヘ ル が産卵する ら

しVb。それ に 引 き續 く降雨（梅雨）は湖水面 の上昇 を招來 し ， 卵塊か ら矧蚪が池中 に 落下 す る

の に好都 合 の 條件を與 へ る もの と思はれ る。

殊

A

「
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IIL モ リ ア ヲ ガ ヘ ル の 害 敵

岩

ノ’

　八 丁 池 に 於 ける モ リ ア ヲ ガ ヘ ル の 害敵 と して k の イ モ リ と ヤ マ カ ガ シ を見たか ら， それに

就 て 少 し く蓮 べ る。

ユ．イ モ リ ： 他 の 場所で觀 察報告 された樣 に ，八 丁池 に もイ モ リ Tritu？’us　swr・rhogastet ’
　（BolE）

が 多數棲息 して居 るb 筆者 は 6 月 1 日湖岸を 1巡 し て ，湖岸か ら沖合約 2　ln 以 内 の 淺 い 場

所 に 集合 して 居 る イモ P524 匹 を算 へ たが 實際は こ れ以上棲息 する で あ ら う。之等 の 大 多數

は池の 西部か ら南部 ・東部 に か けて 多數集つ て 居 り， 汀に 最 も多 く居た c7 月 2 日湖岸の 卵

塊觀察の 爲 め 水 中を歩 く と本種は 多數 西南郡 ・東南 部 の 湖岸近 く に 集合 し て居 り，束 南岸

（Station　II） で は落下 した卵塊 の 白泡 を攝食 しつ つ あ る の を觀察 した。實際 に 蝌蚪を食す る

の は覩察禹衆なかつ た が ， 湖岸近 くに 集 合す る多數 の イ モ リは相當多數 の 蝟蚪を捕食す るで

あ らう。

2、ヤ マ カ ガ シ ： 卵塊 を観察 するため湖岸近 くの ノk中 を2 巡 する間 に 長 さ約 1m の ヤ マ カ ガ

シ 施 1，☆ 吻 伽 耐 耽 1了lo （BOIL・） 7 匹 を見た。内 1 匹 は モ リ ア ヲ ガ ヘ ル を捕 へ て牛 ばの み か

け て 居 た。 ヤ マ カ ガ シ を捕殺 した後 モ P ア ヲ ガ ヘ ル は約 1 時聞生 存 した 。1 匹 は水 面上 に

垂 れた 樹枝 に附着 した卵塊上 に静止 して 居 り，他 の ユ匹 は ブ ナ の 樹枝 に 登 つ て 居 7c。 之 等は

モ リ ア ヲ ガ ヘ ル をさが し求め て 居 るの で あ ら うと推察された 。他 の 呂 匹 は湖岸を爬行 中で あ

り ， 他 に 行幸記念碑附近 で も 1 匹 爬行 中の を見た。以 ヒの 事實か ら して モ V ア ヲ ガ ヘ ル の 産

卵期 に は ，親蛙 が ヤ マ カ ガ シ に よつ て 相當 の 被害を篆 る事は 容易 に 察せ られ る
。

　 本 文 を絡 る に あ た つ て ，閲 覽 の 勞 を と られ 種 々 の 教 示 を與 へ ら れ た 理 學 博士 岡 田 彌一郎教授 に 衷 心 か

ら感謝 の 意 を表 す る ．乂 實地 調査 に あ た つ て 便 宜 を輿へられ 又 種 々 の 賚料 を示 さ れ た 山本友
一

氏 ， 長島鞆

之助氏，植 物 檢定 の 勞 を と ら れ た 小 林義雄 理 學 士 、
WU 二 DER の 丈獻 を借 し て 下 さ れ た 上 村 三 男理 學士 に 深

く感謝 す る．
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